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ことから、努力を惜しまずできる限りのことを出し
切り後悔のない人生にすると決めました。
そして私が人生の中で一番大事に、後悔しないよ
う全力で取り組んだことがあります。それは就職活
動です。インターンシップでは興味のあった金融業
界を中心に銀行、信用金庫、損害保険と多くの企業
に足を運びました。その中で 1社だけ今までにはな
い‘ここだ’という確信を突く感覚があった企業が
ありました。言語化が難しいのですが人柄や居心地
の良さが決め手だったと思います。そこで、初めて
第一志望という企業が見つかりできる限りの努力を
しました。その結果、第一志望である損害保険の企
業から内定をいただくことができ 4月から晴れて新
社会人として歩み始めます。
資格取得や就職活動に励み大学生活を送ることが
できたのは「葵友会奨学金」や大学の支援があった
からです。次のステージでは、多くのトライ＆エラー
があると思いますが、周りの方々と協力をしながら
相手のことを考え着実に歩んでいきます。葵友会の
手厚いサポートを無駄にしないよう、4年間で学ん
できたことを次のステージでも活かし、より一層気
を引き締めて努力してまいります。

こんなにも充実し、たくさんの経験ができた 4年
間は後にも先にもないと確信しています。胸を張っ
て言えるほど時間を余すことなく色々なことに注力
しました。入学当初は何もかも初めてのことだらけ
で不安とドキドキでいっぱいでした。1年生の頃は
オンラインでの講義も多く、私の憧れでもあった友
人と一緒に講義を受けることがあまりできませんで
した。月日が経ち 2年生からは対面が増え私の大学
生活がより華やかになったのを覚えています。
それと同時に、自分の将来について考えるように
なりました。就職活動が本格的に始まっていないに
もかかわらず初めて自分の中で‘焦り’という感
情で締め付けられました。2年生で時間にも余裕が
あったので何かに打ち込み自信をつけるために資格
取得に励もうと決めました。そこで CSC にお世話
になりました。講義後の夕方から夜まで週 3，4 日
とハードな日々でしたが自分のためになっていると
考えると簡単なものでした。しかし残念ながら不合
格という結果に終わりました。時間をかけて頑張っ
たのにという悔しさと、どこが足りなかった努力な
のだろうと考えました。今までの時間を無駄にしな
いために再挑戦し無事合格をしました。このような




